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巻頭言

会長　須藤正起

　県視協会員の皆様こんにちは。立冬を過ぎても日中は気温が高く、体調管理に気を付けていても、風邪を引いたりと難しい陽気が続いています。ニュースでは、30代～50代の男性が風疹にかかっているのを知らず、身近な妊婦さんに接触し、感染する危険が増えていることから、注意をするように呼びかけています。胎児への影響として、聴覚ばかりでなく心臓や視覚にも障害がでることも有ると言う事で、身近な人へ予防接種の必要性を伝えていただければと思います。

　10月7日に行われた三療研修会では、明治国際医療大学の学長で、鍼灸学部特任教授の矢野忠先生に実技講習をお願い致しました。浮腫みに対する新アプローチを丁寧に解説いただき、実技では参加者に実際の実技指導をしていただきました。貴重な時間が過ごせたと参加者から声をいただき、今後の研修会を企画する上での励みになりました。

　同行援護従業者養成研修では、追加の方を含め35名が修了証を交付されました。現況では、ホームヘルパーをされており、今後はガイドも行う予定という方が多く、研修後の活躍を期待するところです。

11月11日のニュースポーツでは、新種目のカローリングを体験しました。カーリングのストーンと違い、滑車が付いていて思っていたより力加減が難しくて、参加者の皆さんもとても盛り上がっていました。次回も体験したいかどうかと言う問いに、大きく拍手が有りましたので、参考にしたいと思います。

　さて、今後の事業として、2月に同行援護従業者養成研修事業で応用課程を行う事と指導者研修事業。3月の中途の集いが有ります。指導者研修の内容についてはまだ思案中です。何度か触れていますが、指導者研修という事業名では有りますが、どなたでも参加できる研修会ですので、多くの方にご参加いただきたいと思います。

　日盲連名誉会長で都盲協の笹川吉彦会長が第55回点毎文化賞を受賞され11月26日の祝賀会へ出席致します。1月12日には、県視協副会長で中視連会長の蓮池悟志さんが名古屋にて愛盲報恩会の第13回地域活動特別賞を受賞されます。私も推薦者として、記念式典へ同行する予定でいます。永年の福祉活動に対する感謝とお祝いを申し上げます。

　最後になりますが、不安視されていた点字プリンターについて、丸紅基金の福祉助成金の交付が決定され、12月には購入できる事になりました。

　これから年末に向け、慌しくなりますが、事故等に遭わぬように気を付けてお過ごしください。来年は、いのしし年。年男です。

日盲連結成７０周年記念第６４回全国盲女性研修大会

(中国・四国ブロック島根県大会)に参加して

　　　　　　　　　　　　女性部長　　鈴木眞喜子

　今年度の大会は、８月３１日～９月２日まで国宝松江城で有名な島根県松江市の島根県民会館で行われました。松江では不昧公(ふまいこう)２００年祭のイベントが行われていました。

　大会１日目の８月３１日は、常任委員会・全国委員会が行われました。私は、全国委員会から参加しました。全国委員会では翌日の全国代表者会議について話し合いました。

　２日目の９月１日午前は島根県民会館において全国代表者会議が行われました。静岡県からは私ともう一人の代表者、東部の鈴木はるえさんが出席しました。平成２９年度事業報告、収支決算および監査報告、平成３０年度運動方針、事業計画、予算が審議され承認されました。続いて女性協議会の会則改正について話し合いました。各県の代表者や全国委員の数を減らしたいとの提案ですが様々な意見が出て次回までの検討事項となりました。

続いて各ブロックからの提出議題について話し合いました。各ブロックからは、食品の賞味期限、消費期限の文字を大きくしてほしい、同行援護の利用が契約通り円滑に受けられるようにしてほしい、JRの障害者用ICカードを作ってほしい、障害者手帳を見せるだけで高速道路料金を半額にしてほしいなどの要望が出ました。

　午後の研修会は、島根県民会館中ホールで行われました。

第１部は講演会でした。講師は医師で落語家の「春雨や落雷」師匠、演題は「健康講座」でした。前半はこの季節の落語「目黒の秋刀魚」で大いに笑わせていただきました。この落語の中のお殿様のモデルは松江の「不昧公」だとか。後半は、笑いの効用についての講話と笑い方を学びました。

第２部は、日盲連結成７０周年記念事業として女性協が実施している「組織活動に関するアンケート調査」の中間報告がありました。内容は、以前より女性会員が減少している、本会からの補助がないところがある、家庭生活訓練事業を中心とする活動団体が多い、女性部役員数が少ないところでは行事を行うとき、電話を利用して会議を開いている、などでした。

　どこの県も会員数が少なく活動していくのが大変だということがわかりました。

　研修会第３部はレポート発表と意見交換でした。テーマは「日頃差別を受けたことがありますか？感じたことがありますか？」でした。
難しいテーマでしたが９ブロックの代表がテーマについてそれぞれ感じた事を発表しました。詳しくは、鈴木はるえさんの原稿をお読みください。

　第３日目は、島根県民会館中ホールで式典と大会議事が行われました。大会議事では、代表者会議、研修会の報告と宣言、決議が採択されました。

　閉会式では次期開催地の名古屋市の会長から「来年は多くの皆さんのご参加をお待ちしています。」とのあいさつがありました。来年の大会は2019年８月２７日(火)～８月２９日(木)まで、名古屋駅前の「ウィンクあいち」で行われます。比較的近いところでもあり、東海・北陸ブロック担当での大会でもありますので多くの皆さんが参加していただけると嬉しいです。静岡県からは代表者２名を合わせ５名で出席しました。

　島根県は縁結びの神様出雲大社、玉造温泉など観光地もたくさんあるようです。いつかのんびり出かけてみたいと思いました。

※不昧公：松江藩７代目藩主松平治郷(はるさと)のこと

　　　第64回全国盲女性研修大会(島根大会)に参加して

　　　　　　　　　　　　富士宮支部　　鈴木はるえ

　去る８月３１日(金)から９月２日(日)にかけて、松江市の２会場を中心に開催された今年の全国盲女性研修大会、私は二日目の午後行われた研修の第３部、レポート発表と意見交換会について報告させていた
だきます。

　今年のレポートテーマは、２年前から始まった障害者差別解消法に起因されたものと思われますが、「日頃、差別を受けた事がありますか？感じた事がありますか？」というものでした。

　例年のように、９ブロックの代表者が北から３名ずつ発表を行い、その都度助言者から感想やアドバイス、問題点等が語られます。今年の助言者は、島根県健康福祉部次長　平岡昇氏、松江市福祉部障害者福祉課長　青木佳子氏、日盲連会長　竹下義樹氏の３名でした。

　さて、例年に比べて今年のテーマは重く、誤解を受けたり、もう少し配慮してもらえたらと思う事は多々あっても、明らかに差別を受けたと感じた事はないが、あるいはテーマとは違っているかもしれないがなどと話すレポーターが多かったようです。それでも代筆にまつわることや、個人情報への配慮もなくガイドの同席を求められた、タクシーを降りた所で側溝に落ちてけがをした、割引を受けながら心無い言葉で何ともいやな気持にさせられた、主治医から一人で行動できる視力があるのだからそれで充分ではないかといわれた等、身近な問題が次々に出されました。中には普通学校でいじめを受けたこと、自分の視覚障害を理由に子供がいじめを受けた、晴眼者の同級生と比べられ母親の愛情を感じたこ
とがなかった、就職先で中傷的な言動を受けて退職せざるを得なかった
など、身につまされる様な話もありました。

　東海ブロックからは、本県の鈴木部長さんがタクシーでの４事例を取り上げ、ご主人が言った場所と違うところに降ろされたことや、知人が回り道をされ、多額請求を受けたことなどを発表しました。タクシーの問題については、フロアからも沢山の意見が出され、同じ様にいやな経験をしている人がすごく多いのだなと実感しました。

　以前に比べると、社会全体に視覚障害者への対応は良くなって来ていると感じていますが、発表を聞きながらやはりまだまだ配慮して欲しいと思えることが多いなと思いました。

　発表中、代筆のように制度上簡単にいかない問題もありますが、他のほとんどのことは、視覚障害者に対する理解不足が原因で起こっているのではないかと、それゆえに誤解されない様、相手から援助を受けやすい様に、何をどうして欲しいのかを積極的に的確に伝えられる発信力が必要ではないかと、そんな流れでレポートをまとめている人もいました。また、いじめを受けたとき、こちらの気持ちを必死に訴えて解決出来たとのレポートもあり、勇気ある行動の大切さを改めて教えてもらったと思います。

　次に助言者の話をまとめて見ますと、島根県・松江市では共に障害者の相互理解を最優先に、障害当事者とのコミュニケーションを取りながら、アンケート調査やワークショップなどを実施。その上で見えて来た偏見、理解不足、モラルの欠如などの解消の為に、早い段階から障碍者差別解消条例を施行。「少しの配慮で増える笑顔」なる心のバリアフリーハンドブックを作って、障害当事者にも体験談を話してもらったり、地域に出かけて行って合理的配慮への協力を進めている。外見から視覚障害と解らない場合にはヘルプマークを利用したり、レポーターからも出されていた様に何をどうして欲しいのかを積極的に伝えてもらえたら一層差別解消につながる。行政・市民、当事者が一緒になって合理的配慮の取り組みを進めて行きたいとの事で具体的なアンケートの事例なども紹介されました。特に松江市は、全国の市町で８番目に条例が制定されたそう。当事者の生の声を尊重したいという熱心さに感じ入りました。我が市町のことが急に気になった次第でした。

　竹下会長においては、障害者を取りまく母子関係について取上げられ、障害を持った子を持った時の母親の気持ち、旧優生保護法の問題、社会のありようの中で母親の優しさを出せない。そう言う環境をなくして行くにはどうしたら良いのかが課題。また、職場における問題として、暴露され始めた中央省庁での法定雇用率の水増し問題について、障害のある人と一緒に良い仕事が出来る環境を作っていこうという気概の欠如であり、障害者への無理解は許せず、あってはならないことであるとこちらも社会全体の環境作りの大切さが話されました。

　フロアからは先程のタクシーの事以外に、母親との関係について、自分の場合はと多くの発言がありました。それは今まで誰にも話せずに胸の奥にあった事で、仲間の前だからこそ話せたことだったに違いありません。皆の中にもそれぞれの思いがあり、それが共感を呼んだのか、会場全体で涙ぐんでしまいました。差別を語る上でこんな展開になるとは誰もが予想だにしていなかったことだと思います。女性はおしゃべりが好きです。女性特有の感性も相まって、今回も得るものが多い素晴らしい研修になりました。

　最近このレポート発表がマンネリ化しているのではないか。文化発表とか、ワークショップのようなものに変えたらどうかという意見も出されていますが、会場で聞いているだけでも自分の考えが整理出来たり、新しい発見や気付きがあったり、同じ仲間を感じてパワーをもらったり、多くをもたらしてくれるので、レポート発表と意見交換会はこれからも継続して行って欲しいと思いました。
第６４回全国盲青年研究大会報告

１　代表者会議、文化会、全国委員会報告

　静岡支部　片平考美

9月16日～17日は、日盲連結成70周年記念第64回全国盲青年研修大会に参加してきました。今年度も青年協議会常任委員としての参加でした。

1日目は、代表者会議及び、分科会、全国委員会の参加でした。代表者会議では、各団体の代表者に以下の内容が伝えられ、質疑応答がありました。
第1と2号議案（事業報告と決算）では、将来ビジョン検討会の報告があり、大胡田前会長より概要の詳細の説明がありました。また、特別会計の概要と詳細の数字について財務部長より説明がありました。
次に、第3と4号議案（事業計画と予算）については、教育アンケートの協力のお礼と分析する際の助言者について質問があり、筑波大の先生に協力していただくと説明がありました。また、分析結果の周知方法について質問があり、来年度データなどでお知らせする旨説明がありました。最後に、名簿の管理を事務局保管にしたことについて質問がありました。必要な場合は、事務局まで問い合わせするよう説明がありました。そして今回、青年協議会として、日本国中で問題になった障害者雇用率水増し問題についての特別決議も採択され、青年部からも国に要望したいことをまとめることもできました。

分科会では、静岡からは第1分科会の交通に静岡市の村松伸明さん、第２分科会のバリアフリー、日常生活には五十嵐青年部長、第３分科会に富士市の斉藤大地さんと片平が参加しました。
本年度6月に青年部で話し合いをして提出した議題についてそれぞれが提案してきました。残念ながら、静岡県で提案した公的機関の点字の正確な表記、タクシーの割引率増加、国家試験等の弱視の時間延長、職業開拓でテレワークを認める企業の拡充については採択されませんでしたが、分科会参加者と共に情報交換をしたり、同じような困り感を感じている仲間の実体験も聞けたりと大変参考になりました。全国から出された議題の中から選ばれた議題は、「交通機関の会社をまたいだスムーズな移動について」や「ネットショッピングでの画像認証利用の改善」、「子育てのための同行援護の規定の緩和」など青年層らしい議題が全国委員会で採択されました。

静岡県としての提出議題は採択されませんでしたが、今回の奈良大会でいちばんの収穫は、青年層が青年層になりに生活の中で抱えている問題について向き合い、仲間と共有し、全国大会の場で提案するために自分たちなりに勉強して提案できたことだと思います。
来年度の三重大会でも国や地方公共団体に自分たちの生活の向上を願って、自分達の抱える問題に向き合っていく機会をしっかりと作っていきたいと思います。

２　研修会の報告

浜松支部　五十嵐正吾

9月17日（月）に行われた第１研修会は天理大学雅楽部の演奏でした。静岡県からの参加者はいませんでしたが、他県の方から素晴らしい演奏だったと聞きました。

　第２研修会は奈良県立橿原考古学研究所附属博物館に行きました。弥生時代から奈良時代初期の土器など色々な物を触りながら説明を受けました。印象的だったのが古代人の指の跡が残っていたことです。展示物を触ることができない博物館が多い中で個人的に来ても触らせてもらえると聞いたので、また行きたいと思いました。レプリカでもいいので展示物を触れる博物館が増えて欲しいです。
３　全国盲青年研究大会感想

　富士在住学生会員 斉藤大地
私は今回、初めて全国盲青年研修大会に参加させていただきました。
文化会では、自分の持っていない考え方や視点から視覚障害のそれぞれの不便さや、改善してほしいニーズを知ることができ、自分とはまた違った視点に立って、視覚障害の不自由さを理解することができました。
私は、幅広い年代の視覚障害当事者と関わり、交流を図ることで、お互いの障害を分かち合うことができ、そういった仲間作りが非常に大切であると今回の研修大会を通して、改めて学びました。
しかし、今回のような研修大会が開かれるといいことは、視覚障害の理解が社会的だけでなく、法的にも理解が薄いということなのではないかと考えます。これからも法的な呼びかけを視覚障害者で力を合わせて、全国の人々に呼びかけていきたいと思います。

４　全国盲青年研究大会報告

静岡支部　村松伸明
　初めて全国青年大会に参加して、新たな出会いがあり、自分の世界が広がった。色々な事を学び、考える事によって、活動の重要性を改めて
実感する事ができました。
　提出議題の会議では、自分では気づかなかったことや知らなかった情報を聞いてすごく勉強になりました。自分の事だけではなくて、１つの議題に対して、皆が自分たちの知識や情報も交えながら話し合いをしました。自分と同じような事で苦労をしたり、悩んだりする人が居るのだなと共鳴をする部分とその思いや気持ちを組織として改善策を見つけて変えるという事を認識しました。2日間を通して、活動の意義や大切さを感じましたし、僕がこれからやれる事。やらなければならない事を確認する事ができました。
事務局からのお知らせ

1.寄付者のご紹介

　１１月９日現在で、ご寄付いただいている方をご紹介いたします。

佐藤三四二様、鈴木はるえ様の２名です。

　過分なるご寄付をいただき、誠に有難うございます。

2.賛助会員のご紹介

賛助会員として、ご協力を頂いている方々をご紹介いたします。

（敬称省略）今村光宏、鈴木あさ子、須藤直美、多々良善哉、村松貴代子、木村正志、美濃孝輔、松久充子、前田万正、以上の９名です。今後ともご協力よろしくお願い致します。

3.収益事業について

イトメンのうどん・そばの販売を致しております。県視協の収益金と各支部への還元金となりますので、ご協力を宜しくお願い致します。販売は２月末日までとなります。

4.年末年始のお休みについて

　１２月２９（土）から１月３日（木）まで、事務所がお休みになります。ご迷惑をお掛けしますが、ご協力よろしくお願い致します。 
5.訃報のお知らせ

　去る１０月３０日に元会員で県視協副会長としてご活躍された、富士宮市の谷口十三雄氏がご逝去されました。

謹んでご冥福をお祈り致します。
編集後記

　師走のあわただしい気分と共に今年もいよいよ押し詰まってきました。この冬、は暖冬予測が出されていますが、何しろ異常気象が続いていますので予報通りに進んで行ってくれるか否かは予測しがたい所だと思い
ます。

さて、今号は、青年、女性の二つの大きな全国大会が開かれましたのでその報告中心の編集となりました。会員の皆様には、以前にも２回ほど特集した各支部の取り組みやお住まいのふるさと自慢などをご紹介下さるよう、また皆様が普段考えておられることや目標、夢や自分史など自由に投稿いただければと言うお願をしてきましたが、３月号以降も引き続きの募集となりますので理事の皆さんを中心に督促とご協力をよろしくお願いいたします。

　ところで、私の住む浜松市では、福祉会館をはじめとする市中の何か所かに行くための便利な交通機関として街中ループバス「くるる」を使用してきましたが1便当たりの平均は9人あまりにとどまってしまい、赤字が長年続いたことで廃止となることが決定しました。活動のための足が奪われてしまうと言うことで議員を巻き込んでの存続運動を展開する一方、関係の遠州鉄道にも一部の路線バスを福祉会館経由にしていただけるようお願いをしていますが極めて厳しい現状です。

　今や浜松市は、車を中心とした郊外型の都市に変貌しつつあります。障害者や子供、高齢者にとって、バス本数の減少や相次ぐ廃止路線の発表で弱者にはとても住みにくい環境になっています。会員の方々がお住まいの地域ではいかがでしょうか。

　今年も多くの自然災害や考えられないような事件が多発しました。来年は新しい元号が制定されます。新たなる平和の到来を願いたいと思います。

市川健悟

住所　〒431-3121　浜松市東区有玉北町１５３８

電話　053-434-4140

メールアドレス　oidashi@ka.tnc.ne.jp
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